
鏡板（かがみいた）

橋掛かり（はしがかり）

一ノ松
（いちのまつ）

二ノ松
（にのまつ）

三ノ松
（さんのまつ）

切
戸
口

︵
き
り
ど
ぐ
ち
︶

揚幕（あげまく）

①笛　方（ふえかた）

②小鼓方（こつづみかた）

③大鼓方（おおつづみかた）
④太鼓方（たいこかた）

⑤狂言座（きょうげんざ）

⑥ワキ座（わきざ）

⑦後見座 （こうけんざ）
⑧地謡座 ( じうたいざ）

  ◎のどちらかに地頭 ( 合唱のリーダー ) が座ります。
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白
洲
︵
し
ら
す
︶

階 ( きざはし）→

白
洲
︵
し
ら
す
︶

シテ柱
（してばしら）

シテ柱
（してばしら）

目付柱
（めつけばしら）

目付柱
（めつけばしら）

ワキ柱
（わきばしら）

本舞台
（ほんぶたい）

本舞台
（ほんぶたい）

後座
（あとざ）

後座
（あとざ）

笛柱
（ふえばしら）

笛柱
（ふえばしら）

後見（こうけん）

舞台上の役者たちのお手
伝いをします。役者が病
気になったり倒れたとき、
代役もします。

合唱隊のようなもので、
物語の情景や、登場人物
の心理を謡で表現します。

地謡（じうたい）

１９７７年にユネスコの要請で設立された国際音楽評議会という会議で、
翌年の１９７８年から毎年１０月１日を、世界の人々が音楽を通じてお互いに仲良くなり

交流を深めていくために「国際音楽の日」とすることとしました。
日本では、１９９４年から毎年１０月１日を「国際音楽の日」と定めています。

知ってますか ? ～１０月１日は「国際音楽の日」です～

能は今から約 650 年前に、観阿弥・世阿弥親子によって大成された、日本

のミュージカルで、現在残っている世界中の演劇の中で一番古く、世界無

形文化遺産にも登録されています。能舞台も特徴があり、舞台が客席に突

き出しており、より演者やお囃子の迫力や緊迫感が客席に伝わる様式で

す。本公演の時は皆さんの体育館が能舞台に大変身します。お楽しみに！

  のう　　いま　　 　　やく　　　　  ねんまえ　　　 かん あ  み　　　 ぜ　あ　み　 おやこ　 　　　　　　　　 たいせい　　　　　　　　にほん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　げんざい のこ　　　　　　　　　せかいじゅう　　　えんげき　 なか　　 いちばん ふる　　　　せかい　　む

　けい ぶんか 　いさん　　　　　とうろく　　　　　　　　　　　　　　 のうぶたい　　　 とくちょう　　　　　　　ぶたい　　　きゃくせき 　つ　　

　　　だ　　　　　　　　　　　　　　 　　 えんじゃ 　　 　 はやし　　　はくりょく　 きんちょうかん　　きゃくせき　 つた　　 　　ようしき

　　　　ほんこうえん　 　とき　　 みな　　　　　　　たいいくかん　　 のうぶたい　　　 だいへんしん　　　　　　　　　　 たの

ぶたいじょう　    やくしゃ　　　　　　　      て

つだ 　 　　　　　　　　 　　  やくしゃ  　 びょう

 き　　　  　　　　　　　 たお　　　　　　　　  

だいやく　　　　　

がっしょうたい

ものがたり　 じょうけい　　　とうじょうじんぶつ

　　 しんり　　 うたい　ひょうげん

8

8

8

8

8

8

8

8

●能舞台の呼び方
のうぶたい　　　　　　　よ　　　　 かた

 ぶたいじょう　　　　　　　　　　　　 ひと　　

●能ってなぁに？
のう

太鼓（たいこ）
牛の皮でできていて、音が華

やかで力強く、クライマック

スを盛り上げます。太鼓が出

ない演目もあります。

うし　  かわ　　　　　　　　　　　　 おと　  はな

　　　　　 ちからづよ

　　　 もり　　 あ　　　　　　　　たいこ　　  で

　　　 えんもく

大鼓（おおつづみ）

馬の皮と桜の木でできていて、

演奏前に炭火で皮を乾燥させ

ます。カーン！と真っ直ぐな

甲高い音が響きます。

うま　　かわ　 さくら　  き

えんそうまえ　　すみび　　　かわ　　 かんそう

　　　　　　 　　　　　　　　　　ま　 　  す

かんだか　  おと　  ひび　　　　　　　　　　

小鼓（こつづみ）

大鼓と同じで馬の皮と桜の木で

できており、叩くときに、皮を

張っている調緒を締めたり緩め

たりして、音に変化をつけます。

おおつづみ おな　　　  うま　　かわ　 さくら　   き

　　　　　　　　　　　 たた　　　　　　　　　 かわ

 は　　　　　　　 しらべお　　　し　　　　　　 ゆる

　　　　　　　　　おと　　へんか　　　　　　　　

煤竹 (いろりの上で長くいぶ

された竹 ) で出来ていて、能

管とも呼ばれ、能の楽器で

唯一のメロディ楽器です。

笛（ふえ）
すすたけ　 　　　　　　 うえ　 なが

　　　　  たけ  　　　でき　　　　　　　　　のう

かん　　　   よ　　　　　　 のう　　がっき

ゆいいつ　　　　　　 　　　がっき

こんにちは、大槻能楽堂です
おおつき　　　のうがくどう

大槻能楽堂は大阪で、昭和 10(1935) 年に大槻十三が設立。公益性を

もった能楽堂として運営しています。近くには大阪城や大阪歴史博物館

もある、文化豊かなところです。設立時に造られた能舞台は、

登録有形文化財に認定されています。一度足を運んでみてくださいね。

おおつきのうがくどう　　 　おおさか　　  　　しょうわ  　　　　　　　　　  ねん　  　おおつきじゅうぞう　  せつりつ　　　こうえきせい　　　　　　

　　　　　　　のうがくどう　　　　　　　うんえい　　　 　　　　　　　　　　ちか　　　　　　　おおさかじょう　　　おおさかれきしはくぶつかん

　　　　　　　　　ぶんか　 ゆた　　　　　　　　　　　　　  　　　　せつりつじに　 　 つく　　 　　　　 のうぶたい　

とうろく ゆうけい　ぶんかざい　　　 にんてい　　　　　　　　　　　　　　　　 いちど　あし　　はこ

じがしら　　がっしょう　　　　　　　　　　　　　すわ

たち●舞台上にいる人たち

令和 ２ 年度

「文化芸術による子供育成総合事業 −巡回公演事業−」
ぶん　　か　　　げい　じゅつ　　　　　　　　　 　　　　こ　　　ども　 いく　　せい　　そう　　ごう　　 じ　　ぎょう じゅん かい　こう　 えん　  じ　 ぎょう

我が国の一流の文化芸術団体が、小学校・中学校等において公演し、子供たちが優れた舞台芸術

を鑑賞する機会を得ることにより、子供たちの発想力やコミュニケーション能力の育成、将来の

芸術家の育成や国民の芸術鑑賞能力の向上につなげることを目的としています。事前のワーク

ショップでは、子供たちに実演指導又は鑑賞指導を行います。また、実演では、できるだけ子供

たちにも参加してもらいます。

製作 ・ 公演団体　大槻能楽堂

わ　　 くに　 いちりゅう 　ぶんかげいじゅつだんたい　　 しょうがっこう　ちゅうがっこうとう　　　　 　　こうえん　　　　こども　　　　　　　すぐ　　　 ぶたいげいじゅつ

　 かんしょう　　　きかい　　　え　　　　　　　　　　　　　　　　こども　　　　　　はっそうりょく　　　　　　　　　　　　　　　　　　のうりょく  いくせい　しょうらい

げいじゅつか　いくせい　　こくみん　げいじゅつかんりょうのうりょく こうじょう   　　　　　　　　　　　　　もくてき　　　　　　　　　　　　 　　じぜん　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　 こども　　　　　　 じつえんしどうまた 　　かんしょうしどう　おこな　　　　　　　　　　　　 じつえん　　　　　　　　　　　　　　こども　　

　　　　　　　　さんか

文化芸術による子供育成総合事業 

−巡回公演事業−

せいさく　　こうえんだんたい　　　　　　　おお　つき　 のう 　がく 　どう

のう しゃ　　　　  り

能 「舎　利」

プログラム
○はじめての能楽　能について（ＤＶＤ鑑賞）

○能で使うあれこれ︕（能面・小道具・作り物紹介）

○謡ってなぁに︖（謡に挑戦・共演・発表会）

○ストーリー説明「舎　利」について

○能楽鑑賞「舎　利」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 のうがく　　　のう　　　　　　　　　　　　　　　　　　 かんしょう　

　　　 のう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のうめん　　　　こどうぐ　　　　つく　　　ものしょうかい

　　　　　　うたい　　　　　　　　　　　　　　　　うたい　　ちょうせん　　きょうえん　　はっぴょうかい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　せつめい　　　　　しゃり　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のうがく　かんしょう　　　しゃり　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　ねん　　　　　　　　　  ようせい　 せつりつ　　　　　こくさいおんがくひょうぎかい　　　　かいぎ

　　よくねん　　　　　　　　ねん　　　まいとし　　　　がつついたち　　 せかい　　　ひとびと　おんがく　つう　　　　　たが　　　　なかよ

　　　　　　　　　　　こうりゅう　ふか　　　　　　　　　　　　　こくさいおんがく　  ひ

　　　　　　にほん　　　　　　　　　　　　　ねん　　　まいとし　　　がつついたち　　　こくさいおんがく　 ひ　　　　さだ　　　　　

し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　がつついたち　　　　　　こくさいおんがく　　　　　ひ

ぶんか　　　　　　げいじゅつ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こども　　　　　　いくせい　　　　　　そうごう　　　　　　じぎょう

　　じゅんかい　　　　　こうえん　　　　　　じぎょう
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追
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右
へ
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﹁
私
は
こ
の
お
寺
を
守
る
韋
駄
天
と
い
う
神
で
す
︒

足
疾
鬼
と
い
う
悪
い
鬼
が
︑
昔
お
釈
迦
様
が
亡
く

な
ら
れ
た
時
に
牙
舎
利
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お
う
と
し
た
気
持
ち
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捨
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︑
ま
た
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舎
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持
っ
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行
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て

し
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っ
た
︒
ど
こ
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行
っ
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し
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逃
さ
な
い

ぞ
︒
そ
の
牙
舎
利
を
置
い
て
い
き
な
さ
い
︕
﹂

実際に鑑賞するのは⑤～⑥です。
①～④まで読んでいてくださいね︕

﹁
そ
れ
は
で
き
な
い
︒
こ
れ
は
誰
だ
っ
て
欲
し
い

仏
舎
利
だ
︒﹂

﹁
人
が
生
ま
れ
変
わ
り
を
繰
り
返
す
三
つ
の
世
界
﹂

﹁
人
が
輪
廻
転
生
す
る
三
つ
の
世
界
や
︑
様
々
な

天
界
に
逃
げ
る
の
を
追
い
か
け
︑
最
後
は
梵
王
天

と
い
う
と
こ
ろ
で
待
ち
か
ま
え
て
︑
も
と
い
た
下

界
に
追
い
返
し
ま
し
た
︒﹂

﹁
足
疾
鬼
は
前
後
左
右
を
塞
が
れ
て
︑
上
に
も
下

に
も
い
く
こ
と
が
出
来
ず
︑
く
る
く
る
と
空
中
を

飛
び
回
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
︑
韋
駄
天
は
足
疾
鬼

に
近
づ
き
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大
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︑
頭
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舎
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︑
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﹂
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︑
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︑
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尽
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︑
呆
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と
起
き
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が
る
と

姿
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て
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し
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︿
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のう　　　　　　  　　し　ゃ　り じっさい　    かんしょう

　　　　　　　　　　　 よ

後シテ　足疾鬼
(後半の姿 )

のち　　　　　そくしっき

　　　 こうはん　すがた

ワ
キ
（
相
手
役
）

シ
テ
（
主
役
）　

ツ
レ
（
助
演
者
）　

能「
舎
利
」登
場
人
物

能「舎利」あらすじ

　
出
雲
の
国
（
島
根
）
か
ら
都
（
京
都
）
見
物

に
来
た
僧
で
す
。
一
緒
に
寺
で
お
参
り
し
て
い
た
里
人
が

ま
さ
か
鬼
だ
っ
た
な
ん
て
。
韋
駄
天
が
牙
舎
利
を
取
り

　
　
　
戻
し
て
く
れ
た
ら
い
い
の
で
す
が…

。

　
　
里
人
に
化
け
た
足
疾
鬼
で
す
。
お
釈
迦
様
が

大
好
き
で
、昔
、亡
く
な
ら
れ
た
時
に
牙
舎
利(

歯
の
遺
骨)

を
盗
み
ま
し
た
。
お
釈
迦
様
へ
の
気
持
ち
が
忘
れ
ら
れ
ず
、

　
　
ま
た
盗
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

　
　
里
人
の
本
当
の
姿
で
す
。
足
が
速
く
て
、
世
界
中
、

天
界
中
を
逃
げ
回
り
ま
す
。
前
に
盗
ん
だ
時
は
韋
駄
天
に
捕
ま

　
　
り
ま
し
た
が
、
今
回
は
逃
げ
切
き
り
た
い…

。

　
　
寺(

泉
涌
寺)

を
守
る
韋
駄
天
と
い
う
神
で
す
。

昔
も
足
疾
鬼
か
ら
牙
舎
利
を
奪
い
返
し
ま
し
た
。
　

　
　
　
今
回
も
逃
が
し
ま
せ
ん
！

　
出
雲
の
国
（
島
根
）
か
ら
都
（
京
都
）
見
物

に
来
た
僧
で
す
。
一
緒
に
寺
で
お
参
り
し
て
い
た
里
人
が

ま
さ
か
鬼
だ
っ
た
な
ん
て
。
韋
駄
天
が
牙
舎
利
を
取
り

　
　
　
戻
し
て
く
れ
た
ら
い
い
の
で
す
が…

。

を
守
る
韋
駄
天
と
い
う
神
で
す
。

を
守
る
韋
駄
天
と
い
う
神
で
す
。

前シテ　里人
(前半の姿 )

ぜんはん　すがた

に
来
た
僧
で
す
。
一
緒
に
寺
で
お
参
り
し
て
い
た
里
人
が

ま
さ
か
鬼
だ
っ
た
な
ん
て
。
韋
駄
天
が
牙
舎
利
を
取
り

　
　
　
戻
し
て
く
れ
た
ら
い
い
の
で
す
が

　
　
　
戻
し
て
く
れ
た
ら
い
い
の
で
す
が

大
好
き
で
、昔
、亡
く
な
ら
れ
た
時
に
牙
舎
利(

歯
の
遺
骨)

を
盗
み
ま
し
た
。
お
釈
迦
様
へ
の
気
持
ち
が
忘
れ
ら
れ
ず
、

を
盗
み
ま
し
た
。
お
釈
迦
様
へ
の
気
持
ち
が
忘
れ
ら
れ
ず
、

　
　
ま
た
盗
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

　
　
ま
た
盗
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

　
　
ま
た
盗
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

①～④まで読んでいてくださいね︕

いだてん

ツレ  韋駄天
いずも　　　　そう

ワキ  出雲の僧

出
雲
の
国
（
島
根
）
か
ら
僧

は
牙
舎
利
を
見
よ
う
と
都

(

京
都)

に
や
っ
て
き
ま
す
。

騒
ぎ
を
聞
き
つ
け
た
寺
の
男
は

大
事
な
舎
利
が
な
く
な
っ
て
い

る
の
に
気
付
き
ま
す
。

僧
が
舎
利
を
取
り
返
す
よ

う
祈
る
と
、
韋
駄
天
が
現

れ
、
足
疾
鬼
を
追
い
か
け

ま
す
。

逃
げ
る
足
疾
鬼
と
追
う
韋
駄
天

足
疾
鬼
は
逃
げ
切
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
？

釈
迦
が
死
ん
だ
時
も
足

疾
鬼
が
舎
利
を
奪
い
、

そ
れ
を
韋
駄
天
が
取
り

戻
し
た
話
を
語
り
ま
す
。

す
る
と
、
あ
や
し
い
里
人
が
現
れ
、
舎

利
の
お
蔭
で
釈
迦
の
死
後
も
釈
迦
に
会

え
る
あ
り
が
た
さ
を
僧
に
語
り
ま
す
。

や
が
て
里
人
の
様
子
が

一
変
、
鬼
の
本
性
を
現
し
、

舎
利
を
奪
い
、

天
井
を
蹴
り
破
っ

て
姿
を
消
し
ま
す
。

シ
テ
の
相
手
役
で
す
。
お
坊
さ
ん
、大
臣
な
ど
色
々
な
役
が
あ
り
、

能
面
は
使
い
ま
せ
ん
。
シ
テ
は
異
次
元
の
世
界
か
ら
現
れ
て
来
る

者
が
多
い
で
す
が
、
ワ
キ
は
現
実
に
生
き
て
い
る
人
で
す
。

助
演
役
で
、
シ
テ
ツ
レ
と
ワ
キ
ツ
レ
が
あ
り
ま

す
。
舞
台
に
華
や
か
さ
を
添
え
た
り
、
シ
テ
の

存
在
を
引
き
立
た
せ
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

能
の
主
役
の
こ
と
。
生
き
て
い
る
人
間
の
ほ
か
、
霊
・
精
霊
・

神
・
鬼
な
ど
多
様
で
す
。
能
で
は
前
半
に
出
て
く
る
人
物

は
後
半
の
仮
の
姿
と
し
て
現
れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

①
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